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はじめに 

～「吹田操車場跡地まちづくり全体構想」の策定にあたって～ 

 

吹田操車場跡地におけるまちづくりは、操車場機能が廃止されて以来、四半世紀にわた

り重ねてきた粘り強い関係機関との協議、調整を経て、ようやく具体化に向けてのスター

トを切ることができました。この地には、これまでの市民の熱い想いがこもっているとと

もに、今の市民の大きな期待と、未来の市民に受け継ぐ財産としての夢が込められていま

す。 

吹田、摂津の両市にとって一大事業であるこのプロジェクトを、歴史に残る素晴らしい

ものとして結実させるためには、行政のみならず市民、専門家、経済界などの知恵を結集

し、５０年、100 年後の姿にも想いを馳せながら２１世紀にふさわしいまちづくりを実現

しなければなりません。 

「吹田操車場跡地まちづくり計画委員会」は、本プロジェクトの今後の方向性を示すた

めに両市により設置されたもので、様々な角度からの議論を経て、まちづくりの望ましい

姿を「吹田操車場跡地まちづくり全体構想」としてまとめました。併せて「吹田操車場跡

地まちづくり促進協議会」を設置し、両市の「まちづくり計画」を力強く推進する体制を

整備いたしました。 

吹田操車場跡地は、その立地と規模、交通利便性、周辺地域に集積する「知」の財産な

ど、極めて高いポテンシャルを持っています。この地で生まれる新しいまちが、時を経て

腐葉土豊かな成熟したまちとなるよう、本構想で示した理念を踏まえ、両市は今後「まち

づくり計画」を策定し、「緑と水につつまれた健康・教育創生拠点」の実現に向けて、取り

組んでいくことになります。 

本構想を契機に、更に多くのみなさまに吹田操車場跡地のまちづくりに関心を持ってい

ただければ幸いです。 
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